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それではご覧ください



ノートづくりとは

桐蔭横浜大学 法学部法律学科
髙橋麗温
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Miking my notebooks.
〜私のノートづくり〜



自己紹介

◉⽒ 名： 髙橋麗温（タカハシ レオ）
◉⽣年⽉⽇： 2003年12⽉15⽇（満20歳）
◉出 ⾝ 地： 相模原市中央区千代⽥
◉2022年3⽉ 専修⼤学北上⾼等学校卒業

硬式野球部所属 元主将
◉2022年4⽉ 桐蔭横浜⼤学法学部法律学科⼊学
現 在： 3年⽣ 硬式野球部所属 学⽣コーチを

務め、将来は⾼校野球の指導者になる
ため、社会科教諭の免許取得に向けて取り
組んでいる。
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私にとってのノートづくりと
その成り立ちとは？

→人生を豊かにし、自身を成長させてくれる最強アイテム

①⼩学３年⽣頃に書いた、ビジョンノート。

②野球のことだけを書く、いわゆる野球ノートというもの。

③はじめてのセミナー受講後の⼈⽣気付きノートづくり。

④同級⽣のノートを⾒たときの衝撃。

⑤セミナーの数回受講＆同級⽣ノートから創り出される最強ノート。

★ ノートづくりに正解はない ★
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POINT POINT



髙橋流（オレ流）ノート術①
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〜改善前〜
◉簡易的なタイトル

◉学んだことのみ記述

◉要点にアンダーライン

その⽇どのような出来事
があり、どのようにして
その学んだことや気付い
たことに巡り合ったのか
が明確はでない。



髙橋流（オレ流）ノート術②
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〜改善後〜
◉出来事と学んだことの
結び付け

◉喜怒哀楽全て書き出す

★POINT
⓵今⽇あった出来事

⓶そこで感じたこと・気
づいたこと・学んだこと

⓷明⽇はどのように過ご
すのか、⾏動させるのか



ノート術③ ※補足
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全て⽂で書く必要はない！？
⇒もう⼀度思い出してほしい
ノートづくりに正解はないということ。だから、
写真のように図やグラフ、絵、写真などの使⽤
もOKということ！
また、⽇頃から⼿のひらサイズのメモ帳を持ち
歩いておくのもいいだろう。
◎⾯⽩ポイント◎
・マクドナルド創業者藤⽥⽒
→⾃宅や会社のいたる場所にメモ帳をおいている。
・レーニン⽒
→読んだ書物を切り抜き、⾃⾝の⾒解や感想をメモしてい
た。

・ソフトバンク創設者孫⽒
→⾃宅の部屋の壁や襖のすべてをホワイトボードにして
⽇頃からメモを取るようにしていた。



期待される効果と重要点とは？

一番は、自分が書きたいと思えるノートを使い、

毎日書くこと、書き続けることがとても大切。

毎⽇続けることで得られることは…？
●文章力アップ

●言葉チョイスの範囲拡大

●人前でのスピーチ力アップ

●デジタル化が進んでる中での書く力の向上

●タイトルを付けることで要約力アップ →概念化

●自分の感覚を言葉にすることができる。

例：赤い車の法則
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まとめ

9

これまでを⼀⾔で⾔うと…

人生は気付き！
であるということである。

毎⽇些細な何かに気づき、学び、何か新たな発⾒をす
るためには、周囲に⽬を配り、⾃分だけでなく、⼈に
興味を持つ必要がある。時間は皆、平等に与えられて
いる。その時間をいかに有効活⽤し、将来⾃分が掲げ
ている夢や⽬標に繋げていけるかが⼤切である。
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